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科目名 
 

基礎ゼミⅡ 

対象学科・学年 
  文学部日文2回生  
   
   
  
  

担当者 
 

森 博行 

授業テーマ 
      漢詩と漢文を読む 
授業の概要と目標 
 この授業は、中国の古典文学を学生が自分で調べて勉強することによって、いっそう漢詩や漢文に親しむことが目的である。

具体的には、『論語』と『老子』の漢文、李白と杜甫の漢詩の中から、適当な作品を選んで読んでいく。 
 学生の発表にもとづいて授業を進めていく形式なので、学生は十分に下準備しておくことが望まれる。 

評価方法 
     出席態度と発表内容 

テキスト 
     プリント配布 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
     必要に応じて指示する 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

 
１ ガイダンス 
 
２ 『論語』 一・二・三 
 
３ 『論語』 四・五・六 
 
４ 『論語』 七・八・九 
 
５ 『老子』 一・二・三 
 
６ 『老子』 四・五・六 
 
７ 『老子』 七・八・九 
 
８ 『論語』と『老子』のまとめ 
 
９ 李白 「峨眉山月」・「秋下荊門」・「望天門山」 
 
10 李白 「望廬山瀑布」・「黄鶴楼送孟浩然之広陵」・「贈汪倫」 
 
11 李白 「早発白帝城」・「玉階怨」・「静夜思」 
 
12 杜甫 「夜宴左氏荘」・「月夜」「春望」 
 
13 杜甫 「春宿左省」・「天末懐李白」・「月夜憶舎弟」 
 
14 杜甫 「蜀相」・「春夜喜雨」・「聞官軍収河南河北」 
 
15 まとめ 

 


